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　 1　 目　 的

　 小学校第 5 学年で は、「魚 は水 中の 小 さな

生物を食 べ 物 に し て 生 きて い る こ と」 を学ぶ。

こ の 単元 で は、本州以南 の 多 くの 小学校で ミ

ナ ミメ ダカ Otyzias　latipes（以 下、単にメ ダカ）

が利用 され て い る と考え られ る。で は 、実際

に メダカは どの よ うな餌 を食 べ て い る の で

あ ろ うか 。 図鑑な どに は 、 動植物プ ラ ン ク ト

ン や藻類 な どを食べ る と記 載 され て い るが 、

プ ラ ン ク トン の 種類や 胃内容 物 の 種構 成な

どの デー
タ を示 した文献はみ つ か らず 、摂餌

生態に つ い て 明解なデー
タに基づ く報告が

な され て い る とは言 い が た い
。 本研究 で は 、

メダカ の 摂餌生 態 に つ い て 具体的なデー
タ

を示す こ とを 目的 と した 。

　 2 　 方　法

　 岐阜県の長 良川水 系伊 自良川 付近 の水 田

用水路 （以 下、伊自良） と揖斐川水系牧 田 川

付 近 の 水 田用 水 路 （以 下 、 牧 田）を調査 地点

とし、2012 年 4 月 か ら 9 月 ま で に月 1 回 の 採

集調 査を行 っ た 。 調査地 に生息す る餌生 物 を

プ ラ ン ク トン ネ ッ トで採取 した 。 メダカ を毎

回 10個体程度採集 した。これ らを採集後 直

ちに 10％ホ ル マ リ ン で 固定 し た 。 固定 された

餌生物 とメダカ の 消化管内容物 を光学顕微

鏡 で観察 し て種を同定 し、個体数 を計数 した。

　 3　 結　 果

　環境水 中の プ ラ ン ク トン と して、伊 自良で

は 31 科 43 属 48 種が 、牧田 で は 33 科 47 属

53 種が確認 された。伊 自良で は ユ レモ 属が ど

の 月 に も多 く観察で き、ア オ ミ ドロ 属、フ ナ

ガ タケイ ソ ウ科 、
コ バ ン ケイ ソ ウ属、オ ビケ

イ ソ ウ科 、 お よび ミ ドリム シ 属は毎月観察で

きた。牧田 で は ミ ドリム シ属が 毎月観察 で き、

7 月には ミジ ン コ 類が大量に出現 して い た 。

　 メダカ の 消化 管内容物 として 、 伊自良で は

メ ロ シ ラ属、フ ナガタ ケイ ソ ウ科 、 クチ ビ ル

ケイ ソ ウ属、ア オ ミ ドロ 属 、 ミカ ヅキ モ 属 、

ユ レ モ 属 、 緑 虫類 、 トビ ム シ 類 、 お よび双 翅

目が 、牧 田では オ ビ ケイ ソウ科、フ ナ ガ タ ケ

イ ソ ウ属 、ク サ ピ ケ イ ソ ウ属 、ク チ ビ ル ケイ

ソ ウ属、イ トクズ モ 属 、アオ ミ ドロ 属 、ツ ヅ

ミモ 属 、
ユ レ モ 属、緑 虫、ツ ボ ワ ム シ 類、 ト

ビ ム シ類 お よび 陸生 昆 虫類 （双 翅 目 の 成虫な

ど）が 、毎月観察で きた 。 クチ ビ ル ケ イ ソ ウ

科 、ツ ヅ ミ モ 科、ユ レ モ 属、ミ ド リ ム シ 属、

甲殻類 、 ト ビ ム シ 類、お よび双 翅 目　（成 虫）

は両地 点 とも多 く観察で きた 。 伊 自良で は牧

田 よ りも植 物プ ラ ン ク トン が 多 く摂食 され

て い た 。 クチ ビ ル ケイソ ウ属、ア オ ミ ドロ 属、

ユ レ モ 属 、トビ ム シ 類お よび昆虫類な ど、生

息 環境や季節 にかか わ らず好ん で 摂取 され

る餌 品 目もあ っ た 。

　 4 　 考　察

　本 研究 に よ り、野 生 メ ダカ が植物性 の も の

か ら動物性 の も の ま で 、多種多様な も の を食

べ る雑食性 で あ る こ とが示 された 。 また 、水

中 の プラ ン ク トン だ け で な く、水面 に い る ト

ビ ム シ 類 や双 翅 目昆 虫 の 成虫 を食 べ て い る

こ とが 示 され た。調 査 した 2 地 点 とも消化管

内容物 と環 境水 中に多 くみ られ るプ ラ ン ク

トン の 組成 は必ず し も
一

致せ ず、野 生メダカ

に餌 の 選好 性 が あ る こ とが示 唆 され た 。 餌の

組成 は時期や生息場所 に よ っ て 異 な っ た が、

ク チ ビ ル ケイ ソ ウ属 、ア オ ミ ドロ 属 、ユ レ モ

属、 ト ビ ム シ 類、お よ び 昆 虫類 な ど、生息 環

境や季節に か か わ らず好ん で摂取 され る餌

品 目もあ っ た。
一

方 で 、教科書など で も登 場

す る ミジ ン コ 類は 出現数の 割 に好ん で食べ

られ て い るわ け で はな い こ とが示 された 。
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